
経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）
大分県　杵築市

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 1,500 極小規模 1 2 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 80.4 1 1,500 非設置 【】 令和6年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

R02R05 R06 R02

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①『経常収支比率』…経常費用が経常収益でどの程度
賄われているかを示す指標。100％を上回っており、健
全な経営状況にあるといえます。
②『累積欠損金』…累積欠損金は、発生しておらず、
良好な状態にあります。
③『流動比率』…流動負債に対する流動資産の割合
で、短期債務に対する支払能力を表す指標。R5までは
年々逓減し、100％を下回る状態に至っていましたが、
企業債の償還が進み流動負債が減少したことから上昇
しています。
④『企業債残高対給水収益比率』…給水収益に対する
企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指
標。類似団体平均値より下回っており、比率は年々逓
減しています。
⑤『料金回収率』…給水に係る費用が、どの程度給水
収益で賄えているかを表した指標。100％を上回ってい
ることから、必要な経費を給水収益で賄えているとい
えます。
⑥『給水原価』…有収水量1㎥あたりについて、どれだ
けの費用がかかっているかを表す指標。類似団体平均
値と比べて低く抑えられています。
⑦『施設利用率』…配水能力に対する配水量の割合
で、施設の利用状況を判断する指標。ユーザーが1社で
あり、当該ユーザーの経営環境の変化に大きく左右さ
れますが、近年は低い水準で推移しています。
⑧『契約率』…収益性及び未売水の状況を判断する指
標。類似団体平均値に比べて高い水準で推移してお
り、良好であるといえます。

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 168.15 170.39 205.34 205.47

R03 R04

567.71 485.58 394.17 308.78 218.91当該値 98.99 91.60 86.09 77.08 117.95

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06

140.65 163.20平均値 110.19 113.73 115.42 114.11 109.14

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00223.21

平均値 490.39 475.44 413.60 398.17 388.41平均値 819.73 834.05 1,011.55 913.57 973.79平均値 132.55 134.69 133.64

2. 老朽化の状況について

①『有形固定資産減価償却率』…有形固定資産の
うち、償却対象資産の減価償却がどの程度進んで
いるかを表す指標。近年は新たな設備の整備や更
新が行われていないことから、比率は年々逓増し
ており、類似団体平均値と比べも高い水準で推移
してきています。
②『管路経年比率』…法定耐用年数を超えた管路
延長の割合を表す指標。現在、法定耐用年数を超
えた管路はありません。
③『管路更新率』…当該年度に更新した管路延長
の割合を表す指標。法定耐用年数を超えた管路が
ないため、更新は発生していません。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 176.90 180.09 197.34 193.79 210.11

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06 R02

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00当該値 1.13 1.47 1.33 0.73 0.13

52.49 51.61平均値 90.80 93.49 94.77 89.59 88.44

当該値当該値 17.57 17.16 15.82 15.94 14.67

2. 老朽化の状況

平均値 49.05 50.94 49.76 49.18 52.48平均値 34.19 36.65 33.29 31.77 33.73平均値 50.56 49.40 49.51

全体総括

実使用水量が契約水量に比較して少ない場合でも
減額されない「責任水量制」を採用していること
から、現時点では、経営の健全性、施設の効率性
は概ね確保されているといえます。
しかしながら、近年の人件費の増加や物価高騰な
どによりあらゆる経費の増加が見込まれます。ま
た、施設の老朽化が進んで来ているため、必要に
応じた修繕や施設更新の計画が必要となってきま
す。さらに、人材確保が困難になってきている技
術職員の確保と育成にも努めていく必要がありま
す。
ユーザーの水需要は低水準であり、ユーザーの動
向を注視する必要があります。今後は施設規模の
見直しを含め検討し、財源確保や計画的な施設更
新を図り、安定的な経営の継続に努めます。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 59.05 60.77 61.88 62.90 63.91

R03 R04 R05 R06 R02

0.00 0.00 0.00当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 55.32 55.08 56.95 58.00 56.39

当該値 0.00 0.00

平均値 0.09 0.40 0.14 0.19 0.06平均値 7.35 7.60 7.90 8.21 11.15
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.29】
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②管路経年化率(％)
【50.74】
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③管路更新率(％)
【0.20】
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③流動比率(％)
【439.16】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【227.97】
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⑤料金回収率(％)
【107.69】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【52.31】
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⑧契約率(％)
【77.20】
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②累積欠損金比率(％)
【22.25】
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①経常収支比率(％)
【111.95】
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